
◆「ブラック企業」の定義は？

◆勤務先はブラック企業？

◆厚労省が実施した電話相談の結果

「ブラック企業」の定義と

労働行政の対応

◆労基署の調査、監督指導

平成 年 月号

「改正労働契約法」施行後の

有期労働契約者の本音は？

◆不十分な認識

最近、マスコミ等で大きな話題となっている「ブラッ

ク企業」ですが、「労働法令を遵守せず、労働者の人格

を著しく無視したかたちで働かせている企業」、「違法な

長時間労働や賃金不払い残業があり、離職率が極端に高

い企業」、「就職したらひどい目にあうので避けた方がよ

い企業」などと定義されているようです。

先日、連合総研が 月初旬に実施した「勤労者の仕

事と暮らしについてのアンケート調査」（首都圏・関西

圏に居住し民間企業に勤務する ～ 歳の人 名

が回答）の結果が発表されました。

この調査で、「あなたの勤め先は『ブラック企業』に

あたると思いますか」と質問したころ、「そう思う」と

回答した人は ％でしたが、若者世代ほど「そう思

う」と回答した割合が多い結果となりました（ 代：

％、 代： ％、 代： ％、 代： ％、

代： ％）。

厚生労働省では「ブラック企業」という言葉は使わず

に、「若者の使い捨てが疑われる企業」と呼んでいます

が、今年９月を「過重労働重点監督月間」と定め、過重

労働が行われている疑いのある事業所に対して重点的

に指導・監督を行いました。

同省が９月１日に実施した無料電話相談には全国か

ら 件の相談が寄せられたとのことで、相談内容

（複数回答）は上位から、（１）賃金不払残業（ ％）、

（２）長時間労働・過重労働（ ％）、（３）パワーハ

ラスメント（ ％）だったそうです。

なお、相談者が勤務している業種は、「製造業」

（ ％）と「商業」（ ％）で約４割を占めま

した。

厚生労働省は「労働条件の確保・改善対策」を

重点施策として挙げており、今後も、労働法令を

遵守しない企業に対する監督指導の強化傾向は続

くものと思われます。

労働基準監督署による調査や監督指導は、労働

者や退職者からの情報提供をきっかけに行われる

ケースも多いので、労働者等から「ブラック企業」

とのイメージを持たれることのないよう、労務管

理上、万全の対策をとっておく必要があります。
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「改正労働契約法」が施行されて半年以上が経

ちましたが、連合が行った「有期契約労働者に関

する調査」の結果によると、「無期労働契約への

転換」について、「ルールができたことを知らな
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かった」と答えた人は６割以上もいたそうです。

「不合理な労働条件の禁止」については、約７割

が知らず、改正労働契約法への認識は不十分と言え

そうです。

また、有期労働契約者が「無期労働契約への転換」

についてどのように思っているかを尋ねたところ

（複数回答）、「無期契約に転換できる可能性がある

のでモチベーションアップにつながる」と答えた人

は約半数を超えたものの、「契約期間が無期になる

だけで待遇が正社員と同等になるわけではないか

ら意味がない」と答えた人も約７割に上り、待遇改

善につながらないと感じている人が多いことがわ

かりました。

次に、業務内容や仕事への姿勢などについて正社

員と比較してもらったところ、業務内容について

は、「正社員と同じ」と答えた人が半数近くに上り、

正社員との業務内容にあまり差がないことがわか

りました。

また、仕事上の責任や残業時間は、おおむね正社

員よりも負担が少ないとの結果でしたが、仕事に対

する姿勢ついては、「正社員よりも真面目」と答え

た人が約半数に上り、仕事を遂行する能力も「正社

員よりも高い」と答えた人が約２割となりました。

「有期契約で働くことになった状況」について尋

ねたところ、自らが希望して有期契約になった人は

約半数だったものの、有期労働契約者の３人に１人

は正社員になれなかったために有期契約で働いて

いることがわかりました。

また、今後の働き方の希望を聞いたところ、「正

社員になりたい」と答えた人は約４割で、特に、正

社員になれなかったために有期契約で働いている

人では、正社員への転換希望を持っている割合は７

割以上になりました。

最後に、職場についての不満については、「給料

が上がらない」、「働きぶりが評価されない」など、

待遇に不満をもっている人が多かったようです。中

には、「正社員がちゃんと働かない」、「パワハラや

セクハラがある」などの回答もみられました。

今年も年末調整の季節になりました。

昨年と比べ以下の点が変更になっているので、ご

注意ください。

①所得税のほか復興特別所得税も源泉徴収して

いるため、年末調整もこちらの合計額で行い

ます。

②給与等の収入金額が１,５００万円を超える

場合の給与所得控除額については、２４５万

円の定額と

することとされました。

③役員等勤続年数が５年以下である人が支払を

受ける退職手当等のうち、その役員等勤続年

数に対応する退職手当等として支払を受ける

退職所得の金額の計算については、退職所得

控除額を控除した残額を２分の１する措置が

廃止されました。
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◆「無期転換」はモチベーションアップにつなが

る？

◆正社員も有期契約者も業務内容は同じ？

◆有期労働者の４割は正社員希望

◆職場に対する不満

本年の年末調整～昨年からの変更点～

人事労務に関する手続き・ご相談・お問い合わせは…

チコ労務管理事務所
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